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かつては、「石井哲夫先生、ああ受容ね」と軽
く言われ、しかもその受容とは子どもの好きなよ
うにふるまわせることだと誤解されることがあっ
たような気がします。しかし、交流を目指してこ
その受容であり、その交流も、まずはこちらから
相手に寄り添っていく安定中心の交流から始める
けれども、いつまでもそこにとどまっていたので
は自閉症の人の内面は変わらない、砂上の楼閣の
ようなもので状況の変化によっていつ崩れてしま
うかわからない、次のステップとして課題を媒介
として人との関わりに誘う積極的な交流へと進む、
それこそが受容的交流療法の本命なのだ、という
肝心なところはなかなか理解してもらえなかった
ようです。課題を媒介とした交流の実践は難しい
けれども、難しいからと言って手をこまねいてい
たら、受容的交流療法は宝の持ち腐れになってし
まいます。

先生の著書を拝読していると、「わたしもなる
べく分かりやすく伝えようとはするが、あなたも
それなりの読み解く苦労をしなさいよ」という声
が聞こえてくるような気がします。先生の関心は
何よりも、仮説を立ててはつぶしての実践を積み
上げてその結果を理論化することにあったのです。
その成果を分かりやすく読み砕いて伝わりやすく
するのは、先生の志を継ごうとする人たちの務め
でしょう。私も微力ながらそのお手伝いをしたい
と思います。

いま私は袖ケ浦で、就労２年目の職員を相手に
年５回の心のケア研修をさせていただいています。
そのなかで私なりの理解をもとに、若い職員が課
題を媒介とした交流の真髄を学び、行く行くは石

井先生の実践レベルに少しでも近づくことを目指
して、まずは初歩的な取り組みを身に付けて頂く
試みをしています。それには、頭（理論）と心（内
省）と体（実技）とがひとつになった学びが必要
ではないかと感じているところです。

（１）理論―分かる
受容的交流療法を分かりやすく読み砕いた研修

テキストを提供して、事前に読んでおいてもらう
ことにします。「事前に」というわけは、限られた
研修の時間はなるべく座学ではなく、心や体の学
びに当てたいと思うからです。また、可能な限り
映像を使って、理論の理解を助けたいと心がけて
います。

（２）内省―感じる
感情抑制社会に生まれ育った私たちは、気持ち

を感じることがひどく苦手になっています。しか
し、課題に誘うことによって生じる葛藤をなだめ
て納得へと導くためには、情緒が決定的な役割を
果たしますから、かつて石井先生がサイコドラマ
によってなさったように、支援者自身が情緒の働
きについて知り、みずからを内省することに慣れ
親しむことが大切だと思っています。

（３）実技―身に付ける
交流場面を具現化した実技を考案して体験して

もらいます。ところがいざ体験してみると、たと
えば車の運転教習のような初めての体験という気
がせず、人間性の一部として自分がもともと秘め
ていたものに出会うかのような懐かしさを感じて、
腑に落ちることが多いようです。受容的交流療法
が母性行為を原型としているからなのでしょう。

「課題を媒介とした交流」
日本抱っこ法協会名誉会長・袖ヶ浦非常勤講師 
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【
阿
部
先
生
の
巻
頭
言
を
受
け
て
】

療
育
援
助
局
長
　
沼
倉
　
実

巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

阿
部
秀
雄
先
生
は
、
嬉
泉
福
交
流
セ
ン

タ
ー
袖
ケ
浦
に
お
い
て
40
年
以
上
に
わ
た

り
「
抱
っ
こ
法
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め

講
義
や
心
の
ケ
ア
研
修
等
の
支
援
現
場
に

そ
っ
た
実
践
的
な
〝
関
わ
り
〟
を
利
用
者
、

職
員
と
も
ど
も
持
ち
続
け
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
故
石
井
哲
夫
が
阿
部
先
生
に
お
声

掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
石
井
が
実

践
的
な
研
究
者
と
し
て
、
利
用
者
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
得
ら
れ
た
臨
床
体
験
を
も

と
に
理
論
を
構
築
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
を

貫
い
て
い
た
こ
と
と
、
阿
部
先
生
も
そ
の
点

で
は
基
本
に
置
く
考
え
方
が
近
し
か
っ
た

か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
す
で
に
40
年
前
の
阿
部
先
生
は
当

時
新
入
職
員
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
は
も
う

高
僧
の
よ
う
に
達
観
し
た
境
地
に
い
ら
っ

し
ゃ
ら
れ
る
雲
の
上
の
存
在
の
よ
う
に
も

あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
力
を
信
じ
切
り
、

主
体
的
に
考
え
動
け
る
よ
う
に
声
を
か
け

た
り
身
体
で
対
話
し
た
り
、
毎
回
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
利
用
者
や
職
員
と
か
か
わ

り
を
持
た
れ
る
姿
は
、
と
も
す
れ
ば
進
む

方
向
を
見
失
い
そ
う
に
な
る
若
い
支
援
者

の
頃
の
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
道
標

と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
返
し
ま

す
。
そ
の
間
、
私
だ
け
で
な
く
、
何
十
何

百
と
い
う
利
用
者
と
職
員
、
親
御
様
と
関

り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
幸
運
な
機
会
を
い
た

だ
き
、
そ
の
誰
も
が
、
ど
ん
な
に
勇
気
づ
け

ら
れ
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
前
を
向
い
て
進

む
こ
と
を
支
え
て
も
ら
え
た
こ
と
か
、
と
て

も
言
葉
に
は
尽
く
せ
な
い
ご
業
績
で
あ
る

と
僭
越
な
が
ら
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
も
ち
ろ
ん
嬉
泉
で
の
ご
活
動
は
阿
部
先
生

の
そ
の
ほ
ん
の
一
部
な
の
は
云
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
）

今
回
、
阿
部
先
生
に
は
、「
心
の
ケ
ア
研

修
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
、
法
人
の
全
職
員
に

受
容
的
交
流
の
研
修
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
、
こ
れ
ま
で
の
袖
ケ
浦
で
研
修
を

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
加
筆
・
再
編
集
し

て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
新
た
な

道
標
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年

度
よ
り
、
私
の
担
当
し
て
い
る
仕
事
の
こ
と

で
す
が
、
嬉
泉
で
は
受
容
的
交
流
の
考
え

方
の
伝
達
継
承
を
職
員
は
じ
め
関
係
者
の

方
々
と
行
う
た
め
の
活
動
を
担
当
す
る
部

署
と
し
て
「
療
育
援
助
局
」
を
置
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
故
石
井
哲
夫
常
務

理
事
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
て
良
く
も
悪

く
も
丁
稚
奉
公
的
な
〝
修
行
〟
に
よ
る
身

に
つ
け
方
で
伝
承
を
受
け
た
受
容
的
交
流

の
相
談
・
療
育
・
保
育
の
技
術
を
あ
る
程

度
持
っ
た
職
員
が
、
若
手
職
員
の
ス
ー
パ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
外
部
の
関
係
者
に

説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
「
受
容
的
交
流

と
は
？
」
と
い
う
こ
と
に
応
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
井
と
共
に
過
ご

す
経
験
を
持
つ
職
員
も
職
員
の
割
合
か
ら

は
少
数
に
な
り
、
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
職
員

が
5
・
60
歳
台
に
な
り
、
さ
ら
に
は
働
き

方
改
革
で
仕
事
の
仕
方
も
ク
リ
ア
に
な
り
、

直
接
の
支
援
現
場
で
の
共
に
働
き
な
が
ら

継
承
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ
と
が

ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

テ
キ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
受
容
的
交
流
を
伝
え
る

ツ
ー
ル
を
望
む
声
が
出
て
き
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
石
井
哲
夫
の
著
作
の
研
究
や
職
員

か
ら
の
支
援
情
報
提
供
な
ど
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
ま
と
め
上
げ
て
い
く
作
業
は
な
か

な
か
難
し
く
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
の
療

育
援
助
局
で
し
た
。

今
回
の
阿
部
先
生
の
テ
キ
ス
ト
は
、
石

井
哲
夫
の
著
作
の
解
釈
を
よ
り
具
体
的
に

実
践
例
に
つ
な
げ
て
職
員
が
身
近
な
も
の

と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
支
援
の
実
践
者
で
あ
れ
ば
、
新
人
で

も
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、
考
え
方
が
整
理
さ
れ
て

視
界
が
ク
リ
ア
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

内
輪
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

受
容
的
交
流
の
考
え
方
は
、
根
本
は
不
変

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
表
現

や
方
法
は
時
代
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。
石
井
も
晩
年
に
な
っ
て
も
、
新
し

い
体
験
を
得
る
ご
と
に
変
化
し
た
考
え
方

を
発
表
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢

を
受
け
継
ぎ
、
今
後
も
嬉
泉
の
職
員
が
支

援
実
践
の
中
で
、
受
容
的
交
流
の
考
え
方

を
伝
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
ま
た
新
た
な

知
見
を
積
み
重
ね
て
よ
り
良
い
支
援
の
提

供
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
嬉
泉
ら
し
い

態
勢
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
阿
部
先

生
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
礎

石
を
据
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
私
に
は

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
阿
部
先
生
に
は
、
今

後
も
引
き
続
き
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
我
々

職
員
も
、
そ
の
英
知
を
余
す
こ
と
な
く
吸

収
し
、
現
理
事
長
石
井
啓
云
う
と
こ
ろ
の

「
受
容
的
交
流
道
」
を
極
め
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ご
関
係
の
方
々
に
も
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
の
公
開
な
ど
、
追
っ
て
で
き
ま
し
た

ら
と
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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重
な
り
、
ま
た
ご
参
加
の
皆
様
も
頷
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
時
に
涙

し
た
り
笑
い
が
こ
ぼ
れ
た
り
、
和
や
か
な
一

体
感
に
包
ま
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
そ
こ
に

在
り
し
日
の
先
生
が
、
あ
り
あ
り
と
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、『
お
礼
の
言
葉
』
と
し
て
、
司

会
に
よ
り
奥
様
か
ら
の
お
手
紙
が
代
読
さ

れ
ま
し
た
。「『
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
』と
、

家
族
の
皆
に
残
し
た
遺
言
状
の
結
び
の
一
言

を
信
じ
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
一
節
が
、
深
く
心
に
響
き
、
先
生
の
、

自
閉
症
研
究
と
臨
床
に
情
熱
を
注
が
れ
た

生
涯
、
見
事
に
生
き
切
っ
た
人
生
を
祝
福

す
る
か
の
よ
う
な
余
韻
に
満
た
さ
れ
、
閉

会
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

「
山
崎
晃
資
先
生
を
偲
ぶ
会
東
京
」

レ
ポ
ー
ト

わ
か
ば
の
家
　
施
設
長
　
大
岩
香
代
子

去
る
2
0
2
3
年
8
月
5
日
、「
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館
」
に
て
『
山
崎

晃
資
先
生
を
偲
ぶ
会
東
京
』
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
4
月
21
日
に
、
先
生
が
ご

逝
去
（
享
年
85
歳
）
さ
れ
て
か
ら
、「（
一

社
）
日
本
自
閉
症
協
会
」
の
市
川
宏
伸
氏

（
同
会
会
長
）
が
代
表
発
起
人
と
な
り
、「
北

海
道
大
学
精
神
科
同
窓
会
」
よ
り
井
上
猛

氏
（
東
京
医
科
大
学
精
神
医
学
分
野
主
任

教
授
）、「
東
海
大
学
医
学
部
」
よ
り
松
本

英
雄
氏
（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）、「（
一
社
）

日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会
」
よ
り
岡
田

俊
氏
（
同
会
代
表
理
事
）、「（
公
財
）
明
治

安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財
団
」
よ
り
大
河
原
清

人
氏
（
同
会
理
事
長
）、「
全
国
情
緒
障
害

教
育
研
究
会
」
よ
り
小
林
英
忠
氏
（
同
会

会
長
）、「
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
」
の
石
井
啓

理
事
長
の
7
団
体
7
名
の
発
起
人
に
よ
っ
て

実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
嬉
泉
か

ら
は
、
他
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
か
ね
て
責

任
者
層
の
職
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

山
﨑
先
生
は
、
児
童
青
年
精
神
医
学
を

ご
専
門
と
す
る
医
師
と
し
て
、
特
に
自
閉

症
研
究
へ
の
造
詣
が
深
く
て
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
嬉
泉
と
し
て
も
長
い
間
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
で
し
た
。
故
石
井
哲
夫
常

務
理
事
と
の
親
交
深
く
、
昭
和
59
年
か
ら

始
ま
っ
た
法
人
主
催
の
「
自
閉
症
治
療
教

育
セ
ミ
ナ
ー
」（
後
に
自
閉
症
療
育
実
践
セ

ミ
ナ
ー
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
共
同
企

画
者
と
し
て
ご
参
画
い
た
だ
き
、
ま
た
法
人

の
嘱
託
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
晩

年
ま
で
「
東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
職
員
の
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

『
偲
ぶ
会
』
当
日
は
、『
発
起
人
代
表
の

ご
挨
拶
』
に
始
ま
り
、「
日
本
児
童
青
年
精

神
医
学
会
」
元
理
事
長
の
牛
島
定
信
氏
よ

り
『
献
杯
』
の
ご
発
声
、『
故
人
の
紹
介
・

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
』
の
上
映
、
そ
の
後
、

『
各
団
体
か
ら
の
ご
挨
拶
』
と
な
り
ま
し
た
。

各
発
起
人
の
方
に
加
え
て
、「
北
大
同
窓
会
」

三
國
雅
彦
氏
（
社
会
医
療
法
人
函
館
博
栄

会
　
渡
辺
病
院
　
副
理
事
長
）、「
東
海
大

学
」
三
上
克
央
氏
（
医
学
部
総
合
診
療
学

系
精
神
科
学
教
授
）、「
日
本
児
童
青
年
精

神
医
学
会
」
齋
藤
万
比
古
氏
（
元
理
事
長
）、

「
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財
団
」
宮
本

義
久
氏
（
総
務
部
長
）、「
全
国
情
緒
障
害

教
育
研
究
会
」
植
草
葉
月
氏
（
常
務
理
事
　

事
務
局
長
）（
※
会
長
欠
席
の
為
代
読
）、

長
谷
川
安
佐
子
氏
（
参
与
　
元
事
務
局
長
）、

「
日
本
自
閉
症
協
会
」今
井
忠
氏（
副
会
長
）、

宮
崎
英
憲
氏
（
顧
問
）、「
嬉
泉
」
沼
倉
実

理
事
と
続
き
、
さ
ら
に
「
目
白
大
学
関
係
」

矢
島
卓
郎
氏（
目
白
大
学
名
誉
教
授
）が『
お

別
れ
の
言
葉
』
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
、
生
前
の
山
﨑
先
生
と
の

係
わ
り
あ
い
や
、
先
生
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
貴
重
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

方
の
お
話
し
に
も
共
通
し
て
、
先
生
の
、
研

究
や
臨
床
に
対
す
る
真
っ
直
ぐ
な
思
い
と

妥
協
の
な
い
厳
し
さ
、
そ
の
底
に
あ
る
人
情

味
あ
ふ
れ
る
お
人
柄
が
伺
え
る
も
の
で
し

た
。
そ
れ
は
、
嬉
泉
で
の
先
生
の
お
姿
と
も
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重
な
り
、
ま
た
ご
参
加
の
皆
様
も
頷
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
時
に
涙

し
た
り
笑
い
が
こ
ぼ
れ
た
り
、
和
や
か
な
一

体
感
に
包
ま
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
そ
こ
に

在
り
し
日
の
先
生
が
、
あ
り
あ
り
と
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、『
お
礼
の
言
葉
』
と
し
て
、
司

会
に
よ
り
奥
様
か
ら
の
お
手
紙
が
代
読
さ

れ
ま
し
た
。「『
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
』と
、

家
族
の
皆
に
残
し
た
遺
言
状
の
結
び
の
一
言

を
信
じ
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
一
節
が
、
深
く
心
に
響
き
、
先
生
の
、

自
閉
症
研
究
と
臨
床
に
情
熱
を
注
が
れ
た

生
涯
、
見
事
に
生
き
切
っ
た
人
生
を
祝
福

す
る
か
の
よ
う
な
余
韻
に
満
た
さ
れ
、
閉

会
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

「
山
崎
晃
資
先
生
を
偲
ぶ
会
東
京
」

レ
ポ
ー
ト

わ
か
ば
の
家
　
施
設
長
　
大
岩
香
代
子

去
る
2
0
2
3
年
8
月
5
日
、「
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館
」
に
て
『
山
崎

晃
資
先
生
を
偲
ぶ
会
東
京
』
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
4
月
21
日
に
、
先
生
が
ご

逝
去
（
享
年
85
歳
）
さ
れ
て
か
ら
、「（
一

社
）
日
本
自
閉
症
協
会
」
の
市
川
宏
伸
氏

（
同
会
会
長
）
が
代
表
発
起
人
と
な
り
、「
北

海
道
大
学
精
神
科
同
窓
会
」
よ
り
井
上
猛

氏
（
東
京
医
科
大
学
精
神
医
学
分
野
主
任

教
授
）、「
東
海
大
学
医
学
部
」
よ
り
松
本

英
雄
氏
（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）、「（
一
社
）

日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会
」
よ
り
岡
田

俊
氏
（
同
会
代
表
理
事
）、「（
公
財
）
明
治

安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財
団
」
よ
り
大
河
原
清

人
氏
（
同
会
理
事
長
）、「
全
国
情
緒
障
害

教
育
研
究
会
」
よ
り
小
林
英
忠
氏
（
同
会

会
長
）、「
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
」
の
石
井
啓

理
事
長
の
7
団
体
7
名
の
発
起
人
に
よ
っ
て

実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
嬉
泉
か

ら
は
、
他
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
か
ね
て
責

任
者
層
の
職
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

山
﨑
先
生
は
、
児
童
青
年
精
神
医
学
を

ご
専
門
と
す
る
医
師
と
し
て
、
特
に
自
閉

症
研
究
へ
の
造
詣
が
深
く
て
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
嬉
泉
と
し
て
も
長
い
間
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
で
し
た
。
故
石
井
哲
夫
常

務
理
事
と
の
親
交
深
く
、
昭
和
59
年
か
ら

始
ま
っ
た
法
人
主
催
の
「
自
閉
症
治
療
教

育
セ
ミ
ナ
ー
」（
後
に
自
閉
症
療
育
実
践
セ

ミ
ナ
ー
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
共
同
企

画
者
と
し
て
ご
参
画
い
た
だ
き
、
ま
た
法
人

の
嘱
託
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
晩

年
ま
で
「
東
京
都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
職
員
の
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

『
偲
ぶ
会
』
当
日
は
、『
発
起
人
代
表
の

ご
挨
拶
』
に
始
ま
り
、「
日
本
児
童
青
年
精

神
医
学
会
」
元
理
事
長
の
牛
島
定
信
氏
よ

り
『
献
杯
』
の
ご
発
声
、『
故
人
の
紹
介
・

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
』
の
上
映
、
そ
の
後
、

『
各
団
体
か
ら
の
ご
挨
拶
』
と
な
り
ま
し
た
。

各
発
起
人
の
方
に
加
え
て
、「
北
大
同
窓
会
」

三
國
雅
彦
氏
（
社
会
医
療
法
人
函
館
博
栄

会
　
渡
辺
病
院
　
副
理
事
長
）、「
東
海
大

学
」
三
上
克
央
氏
（
医
学
部
総
合
診
療
学

系
精
神
科
学
教
授
）、「
日
本
児
童
青
年
精

神
医
学
会
」
齋
藤
万
比
古
氏
（
元
理
事
長
）、

「
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財
団
」
宮
本

義
久
氏
（
総
務
部
長
）、「
全
国
情
緒
障
害

教
育
研
究
会
」
植
草
葉
月
氏
（
常
務
理
事
　

事
務
局
長
）（
※
会
長
欠
席
の
為
代
読
）、

長
谷
川
安
佐
子
氏
（
参
与
　
元
事
務
局
長
）、

「
日
本
自
閉
症
協
会
」今
井
忠
氏（
副
会
長
）、

宮
崎
英
憲
氏
（
顧
問
）、「
嬉
泉
」
沼
倉
実

理
事
と
続
き
、
さ
ら
に
「
目
白
大
学
関
係
」

矢
島
卓
郎
氏（
目
白
大
学
名
誉
教
授
）が『
お

別
れ
の
言
葉
』
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
、
生
前
の
山
﨑
先
生
と
の

係
わ
り
あ
い
や
、
先
生
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
貴
重
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

方
の
お
話
し
に
も
共
通
し
て
、
先
生
の
、
研

究
や
臨
床
に
対
す
る
真
っ
直
ぐ
な
思
い
と

妥
協
の
な
い
厳
し
さ
、
そ
の
底
に
あ
る
人
情

味
あ
ふ
れ
る
お
人
柄
が
伺
え
る
も
の
で
し

た
。
そ
れ
は
、
嬉
泉
で
の
先
生
の
お
姿
と
も
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【
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
に
つ
い
て
】

す
こ
や
か
園
　
園
長
　
稲
垣
　
修

・
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
？

「
稲
垣
君
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
っ
て
知
っ
て

る
？
」
と
、
3
年
ほ
ど
前
に
、
鎌
田
の
び

や
か
園
の
坂
田
園
長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。「
有
名
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
バ
ッ
グ
と
か
ス
カ
ー
フ
と
か
、

今
の
若
い
人
達
に
人
気
ら
し
い
よ
。」
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
エ
ル
メ
ス
の
よ
う
な

高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
障
害
の
あ
る
人
の
感

性
や
発
想
を
『
異
彩
』
と
捉
え
、
様
々
な
形

で
社
会
に
送
り
届
け
る
と
い
う
趣
旨
の
会

社
で
し
た
。
調
べ
る
中
で
、
バ
ッ
グ
や
そ
の

他
の
商
品
、ま
た
、企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
取
り
組
み
な
ど
は
、
従
来
ま
で
の

『
障
害
者
の
作
品
を
使
用
し
て
い
ま
す
』
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、『
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
世
の
中
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
』
と

い
う
姿
勢
が
あ
り
、
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ラ
ル

ボ
ニ
ー
で
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
幾
何

学
模
様
や
水
玉
模
様
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
動
物
や
景
色
な
ど
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
の
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
と
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
調
べ
る
程
度
に

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
ま
し
た
。

・
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
！

「
稲
垣
君
、
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
っ
て
知
っ
て

る
？
」
と
、
昨
年
の
11
月
に
、
理
事
長
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
知
っ
て
ま
す
！
」

と
い
う
会
話
か
ら
、
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ

ニ
ー
と
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
関
わ
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー

の
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
、

実
際
に
袖
ケ
浦
の
ア
ト
リ
エ
に
原
画
を
見

に
来
て
、
職
員
と
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て

作
者
が
気
持
ち
を
動
か
し
、
作
品
を
作
る

こ
と
に
な
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
と
て
も
長
い
時
間
、
興
味
を
持
っ
て
聞

い
て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
株
式
会

社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
は
3
年
前
に
私
が
調
べ
た

時
よ
り
も
、
驚
く
ほ
ど
様
々
な
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、
ア
ウ
ト

ス
係
と
し
て
以
前
か
ら
難
し
さ
を
感
じ
て

い
た
、
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
を
社

会
に
発
信
す
る
と
い
う
部
分
で
、
と
て
も

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
り
、

物
流
倉
庫
の
休
憩
所
の
ア
ー
ト
パ
ネ
ル
、
日

本
航
空
（
J
A
L
）
機
内
食
の
装
飾
な
ど
、

具
体
的
な
案
件
が
進
ん
で
い
ま
す
。
株
式

会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
と
共
に
ア
ト
リ
エ
・
ア

ウ
ト
ス
の
作
品
が
、
多
く
の
一
般
の
人
た
ち

の
目
に
触
れ
、
作
品
、
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト

ス
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
展

　世
田
谷
美
術
館
】

今
回
で
23
回
目
と
な
る
世
田
谷
美
術
館

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト

ス
展
で
す
が
、
今
年
は
市
川
浩
志
さ
ん
の

『
勲
章
鳥
ア
ラ
ジ
ン
』、
浜
ノ
園
武
生
さ
ん
の

『
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
の
親
子
』、
持
田
想
一
さ
ん

の
『
五
羽
の
サ
ギ
』、
黒
林
真
さ
ん
の
『
会

社
の
人
』
と
い
う
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の

代
表
作
を
出
展
す
る
、
珍
し
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
6
月
の
玉
川
高
島
屋
で
の

ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
展
の
期
間
中
に
、
Ｆ

Ｍ
東
京
の
『
サ
ス
テ
ナ
デ
イ
ズ
』
と
い
う
番

組
内
で
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
絵
を
紹
介

し
た
い
と
い
う
申
し
出
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。「
ラ
ジ
オ
番
組
で
絵
の
紹
介
？
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
今
の
ラ
ジ
オ
番
組
は
番
組

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
連
動
し
て
お
り
、
情
報
を

目
で
見
な
が
ら
ラ
ジ
オ
聴
く
こ
と
が
主
流

だ
そ
う
で
す
。
10
月
に
入
り
、
番
組
内
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
形
で
理
事
長
が
出
演

し
、
4
週
に
わ
た
り
4
枚
の
ア
ト
リ
エ
・
ア

ウ
ト
ス
の
代
表
作
の
紹
介
を
し
、
さ
ら
に
翌

月
の
世
田
谷
美
術
館
で
の
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ

ト
ス
展
の
宣
伝
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
流
れ
を
経
て
、
番
組
で
取
り
上

げ
て
も
ら
っ
た
4
枚
の
代
表
作
が
揃
う
ア

ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
展
と
な
り
ま
し
た
。
会

期
中
は
『
サ
ス
テ
ナ
デ
イ
ズ
』
を
聴
い
て
実

物
を
見
に
来
た
方
も
お
り
「
や
は
り
実
物

は
迫
力
が
あ
る
」「
色
の
濃
淡
の
凄
み
を
感

じ
る
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
時
期
に
来
る
の
が
楽
し
み
で
」
と
毎

年
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
こ
ら
れ
た
方
、

散
歩
が
て
ら
ふ
ら
り
と
寄
っ
て
じ
っ
く
り
と

見
て
い
か
れ
た
方
、
地
域
の
保
育
園
の
子
ど

も
達
な
ど
、
様
々
な
方
が
ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ

ト
ス
展
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
が
生
ま
れ

る
過
程
に
は
、
法
人
が
『
大
切
に
し
て
き
た

も
の
』
が
濃
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
作
品
を
通
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の

人
が
『
大
切
に
し
て
き
た
も
の
』
に
触
れ
て

い
け
る
よ
う
に
、
毎
年
の
ア
ウ
ト
ス
展
の
機

会
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
】

～ 

子
ど
も
の
生
活
研
究
所
　編 

～

こ
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ

セ
ン
タ
ー
長
　
坂
田
由
紀
子

『
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
』
は
、
社
会
福

祉
法
人
嬉
泉
の
他
拠
点
に
は
な
い
「
保
育
」

と
「
療
育
」
の
両
事
業
を
行
っ
て
い
る
複
合

型
の
施
設
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し

始
め
る
以
前
は
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所

を
会
場
に
法
人
バ
ザ
ー
を
年
1
回
秋
に
開

催
し
、
関
係
者
の
多
く
に
来
場
頂
き
、
と

て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
恒
例
行
事

で
あ
る
夏
祭
り
や
お
餅
つ
き
で
は
、
各
園
の

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
合
同
で
季
節
な
ら
で

は
の
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
の
流
行
以
降
は
、
法
人
バ
ザ
ー
や
そ

の
他
の
行
事
が
中
止
や
縮
小
と
な
り
、
日

常
の
保
育
や
支
援
も
休
園
や
登
園
の
自
粛

等
、
そ
れ
ま
で
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
事

態
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
3
年
が
経
過
し
、
よ
う
や

く
今
年
5
月
か
ら
通
常
の
事
業
運
営
に
戻

り
つ
つ
あ
る
現
状
に
少
し
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。改

め
て
、
こ
の
約
3
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
で
は

様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
こ

と
と
し
て
は
、
東
京
都
の
委
託
を
受
け
て

平
成
15
年
か
ら
運
営
を
行
っ
て
き
た
東
京

都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

T
O
S
C
A
）
が
、
令
和
5
年
1
月
よ
り

大
人
部
門
と
子
ど
も
部
門
に
分
か
れ
、
社

会
福
祉
法
人
嬉
泉
は
18
歳
未
満
が
対
象

と
な
る
子
ど
も
部
門
（
通
称
：
こ
ど
も

T
O
S
C
A
）
を
受
託
し
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
ど
も
T
O
S
C
A

の
事
業
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
ひ
き
こ
も

り
と
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
問
題
を
踏
ま
え
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
、〝
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ば
な
く
て
も
自
宅

で
対
面
で
の
相
談
が
受
け
ら
れ
る
〟
こ
と

か
ら
、
若
年
層
の
ご
家
族
か
ら
の
希
望
が

多
く
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
等
が
き
っ

か
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
相
談
者

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
他
事
業
所
に
お
い
て
も
コ
ロ

ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
変
更
し
た
り
、
新
た
に

開
始
し
た
こ
と
が
色
々
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
す
こ
や
か
園
（
保
育
所
）
で
は
、
保
護

者
が
登
降
園
時
に
必
要
な
登
録
を
、
そ
れ

ま
で
は
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
順

番
待
ち
で
密
集
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
各
自
の
携
帯
か
ら
操
作
が
で
き
る

よ
う
に
Q
R
コ
ー
ド
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

又
、
め
ば
え
学
園
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
負
担
に
感
じ
る
子
ど
も
も

い
る
中
、
入
室
前
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て

毎
回
検
温
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、お
お
ら
か
学
園
（
生
活
介
護
事
業
）

で
は
、
予
定
の
変
更
や
見
通
し
が
持
て
な
い

こ
と
に
緊
張
や
不
安
を
感
じ
や
す
い
利
用

者
が
多
く
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
園
生
活
で

は
経
験
の
な
い
園
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
す
る
等
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
利
点
や
、
新
た
な
発
見
も
多

く
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
す
こ
や
か

園
で
は
、
Q
R
コ
ー
ド
の
導
入
に
よ
っ
て

I
C
T
化
が
進
み
、
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

等
が
配
信
式
と
な
り
、
保
護
者
の
方
に
は

仕
事
の
隙
間
時
間
に
手
軽
に
見
て
頂
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
め

ば
え
学
園
で
は
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
は
苦
手

だ
っ
た
検
温
が
、
日
々
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
今
で
は
子
ど
も
全
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
検

温
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

お
ら
か
学
園
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
含
め

予
定
の
変
更
等
に
対
し
て
、
利
用
者
の
方

が
そ
れ
ぞ
れ
に
状
況
を
受
け
と
め
て
対
応

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
の
行

事
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
園
単
位
で
の
開
催

は
、
以
前
の
合
同
行
事
と
は
異
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
ま
す
。
職
員
が
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
や
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
姿
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
一
人
ひ
と
り
が
楽

し
め
る
状
況
を
考
え
、
よ
り
丁
寧
に
行
事

を
つ
く
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。
又
そ

の
過
程
で
は
、
法
人
の
支
援
理
念
を
再
認

識
し
た
り
、
保
育
や
支
援
、
行
事
の
あ
り

方
に
つ
い
て
柔
軟
に
考
え
る
機
会
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流

行
等
に
よ
っ
て
様
々
な
こ
と
が
変
化
し
ま
し

た
が
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
に
と
っ
て
は

新
た
な
発
見
や
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
糧
に
、

今
後
の
保
育
や
支
援
に
お
い
て
も
様
々
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
や
利
用
者
の
方
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
安

全
、
安
心
、
安
定
し
た
生
活
、
主
体
的
な

生
活
を
目
指
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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【
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
】

～ 
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
　編 

～

こ
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ

セ
ン
タ
ー
長
　
坂
田
由
紀
子

『
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
』
は
、
社
会
福

祉
法
人
嬉
泉
の
他
拠
点
に
は
な
い
「
保
育
」

と
「
療
育
」
の
両
事
業
を
行
っ
て
い
る
複
合

型
の
施
設
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し

始
め
る
以
前
は
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所

を
会
場
に
法
人
バ
ザ
ー
を
年
1
回
秋
に
開

催
し
、
関
係
者
の
多
く
に
来
場
頂
き
、
と

て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
恒
例
行
事

で
あ
る
夏
祭
り
や
お
餅
つ
き
で
は
、
各
園
の

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
合
同
で
季
節
な
ら
で

は
の
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
の
流
行
以
降
は
、
法
人
バ
ザ
ー
や
そ

の
他
の
行
事
が
中
止
や
縮
小
と
な
り
、
日

常
の
保
育
や
支
援
も
休
園
や
登
園
の
自
粛

等
、
そ
れ
ま
で
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
事

態
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
3
年
が
経
過
し
、
よ
う
や

く
今
年
5
月
か
ら
通
常
の
事
業
運
営
に
戻

り
つ
つ
あ
る
現
状
に
少
し
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。改

め
て
、
こ
の
約
3
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
で
は

様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
こ

と
と
し
て
は
、
東
京
都
の
委
託
を
受
け
て

平
成
15
年
か
ら
運
営
を
行
っ
て
き
た
東
京

都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

T
O
S
C
A
）
が
、
令
和
5
年
1
月
よ
り

大
人
部
門
と
子
ど
も
部
門
に
分
か
れ
、
社

会
福
祉
法
人
嬉
泉
は
18
歳
未
満
が
対
象

と
な
る
子
ど
も
部
門
（
通
称
：
こ
ど
も

T
O
S
C
A
）
を
受
託
し
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
ど
も
T
O
S
C
A

の
事
業
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
ひ
き
こ
も

り
と
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
問
題
を
踏
ま
え
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
、〝
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ば
な
く
て
も
自
宅

で
対
面
で
の
相
談
が
受
け
ら
れ
る
〟
こ
と

か
ら
、
若
年
層
の
ご
家
族
か
ら
の
希
望
が

多
く
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
等
が
き
っ

か
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
相
談
者

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
他
事
業
所
に
お
い
て
も
コ
ロ

ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
変
更
し
た
り
、
新
た
に

開
始
し
た
こ
と
が
色
々
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
す
こ
や
か
園
（
保
育
所
）
で
は
、
保
護

者
が
登
降
園
時
に
必
要
な
登
録
を
、
そ
れ

ま
で
は
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
順

番
待
ち
で
密
集
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
各
自
の
携
帯
か
ら
操
作
が
で
き
る

よ
う
に
Q
R
コ
ー
ド
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

又
、
め
ば
え
学
園
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
負
担
に
感
じ
る
子
ど
も
も

い
る
中
、
入
室
前
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て

毎
回
検
温
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、お
お
ら
か
学
園
（
生
活
介
護
事
業
）

で
は
、
予
定
の
変
更
や
見
通
し
が
持
て
な
い

こ
と
に
緊
張
や
不
安
を
感
じ
や
す
い
利
用

者
が
多
く
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
園
生
活
で

は
経
験
の
な
い
園
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
す
る
等
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
利
点
や
、
新
た
な
発
見
も
多

く
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
す
こ
や
か

園
で
は
、
Q
R
コ
ー
ド
の
導
入
に
よ
っ
て

I
C
T
化
が
進
み
、
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

等
が
配
信
式
と
な
り
、
保
護
者
の
方
に
は

仕
事
の
隙
間
時
間
に
手
軽
に
見
て
頂
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
め

ば
え
学
園
で
は
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
は
苦
手

だ
っ
た
検
温
が
、
日
々
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
今
で
は
子
ど
も
全
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
検

温
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

お
ら
か
学
園
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
含
め

予
定
の
変
更
等
に
対
し
て
、
利
用
者
の
方

が
そ
れ
ぞ
れ
に
状
況
を
受
け
と
め
て
対
応

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
の
行

事
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
園
単
位
で
の
開
催

は
、
以
前
の
合
同
行
事
と
は
異
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
ま
す
。
職
員
が
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
や
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
姿
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
一
人
ひ
と
り
が
楽

し
め
る
状
況
を
考
え
、
よ
り
丁
寧
に
行
事

を
つ
く
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。
又
そ

の
過
程
で
は
、
法
人
の
支
援
理
念
を
再
認

識
し
た
り
、
保
育
や
支
援
、
行
事
の
あ
り

方
に
つ
い
て
柔
軟
に
考
え
る
機
会
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流

行
等
に
よ
っ
て
様
々
な
こ
と
が
変
化
し
ま
し

た
が
、
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
に
と
っ
て
は

新
た
な
発
見
や
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
糧
に
、

今
後
の
保
育
や
支
援
に
お
い
て
も
様
々
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
や
利
用
者
の
方
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
安

全
、
安
心
、
安
定
し
た
生
活
、
主
体
的
な

生
活
を
目
指
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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【
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
取
り
組
み
】

～ 
袖
ヶ
浦
　編
　
　
　感
謝
‼ 

～

袖
ヶ
浦
ひ
か
り
の
学
園

園
長
　
松
田
　
香

袖
ケ
浦
の
中
で
も
入
所
施
設
で
あ
る
、

の
び
ろ
・
ひ
か
り
の
学
園
は
利
用
者
に
と
っ

て
は
家
庭
に
代
わ
る
場
で
あ
り
、
い
わ
ば
大

家
族
の
家
の
よ
う
な
状
況
で
す
。
食
事
や

入
浴
、
睡
眠
等
、
多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
が
当
た
り
前
の
生
活
で
す
。
そ
ん

な
中
、
感
染
性
の
疾
病
に
一
人
で
も
罹
っ
た

時
に
は
す
で
に
数
人
の
罹
患
者
が
い
て
も

お
か
し
く
な
く
、
次
の
日
に
は
5
名
、
そ

の
翌
日
に
は
10
数
名
の
罹
患
者
が
発
生
す

る
状
態
に
容
易
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か
も
分
か
ら
ず
、

対
策
は
と
る
も
の
の
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
か
も
と
思
い
な
が
ら
も
な
ん
と
か
感

染
せ
ず
に
や
り
過
ご
せ
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
突
然
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
何
人
も
の

罹
患
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
は
利
用
者
さ

ん
だ
け
で
な
く
職
員
も
一
人
二
人
と
感
染
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
最
中
は
電
話
が

鳴
る
た
び
に
「
ま
た
…
誰
か
？
」
と
不
安

が
押
し
寄
せ
、
違
う
連
絡
だ
と
わ
か
る
と

ほ
っ
と
す
る
、
一
喜
一
憂
の
日
々
。
生
活
の

場
を
支
え
て
い
る
職
員
が
感
染
し
て
し
ま

い
、
一
人
二
人
と
抜
け
て
い
く
の
は
恐
怖
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
置
き
換
え
れ

ば
、
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
病
気
に
な

り
、
子
ど
も
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ

ん
な
状
態
で
す
。
そ
こ
は
誰
で
も
い
い
か
ら

人
が
い
れ
ば
い
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
る
人
が

い
な
い
と
子
ど
も
は
不
安
に
な
り
ま
す
。
た

だ
で
さ
え
感
染
症
対
策
で
職
員
は
ガ
ウ
ン

を
着
用
し
、い
つ
も
と
か
な
り
違
っ
た
様
相
、

加
え
て
変
更
に
つ
ぐ
変
更
ば
か
り
の
毎
日

で
す
。
こ
の
ま
ま
感
染
が
広
が
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
が
押
し
寄
せ
る
中
、
こ
の

事
態
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
る
原
動
力

と
な
っ
た
の
が
連
携
体
制
で
す
。
袖
ケ
浦
は

児
童
部
と
成
人
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
児

童
部
は
の
び
ろ
学
園
と
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
た
の
し
み
、
成
人
部
は
ひ
か
り
の

学
園
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
相
談
支
援
事

業
、
う
ぐ
い
す
園
と
日
常
的
に
連
携
し
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な

緊
急
事
態
を
機
に
始
め
た
の
で
は
な
く
こ

こ
数
年
、
日
常
的
に
連
携
す
る
体
制
を
作

り
始
め
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
の
び
ろ
学
園

に
た
の
し
み
の
職
員
が
支
援
に
入
っ
て
も
そ

れ
は
日
常
の
事
で
あ
り
、
い
つ
も
の
風
景
で

す
。
こ
れ
が
功
を
な
し
大
き
な
混
乱
な
く

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
職

員
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
罹
患
す
る
か
も
し

れ
な
い
緊
張
や
職
員
数
が
少
な
く
混
乱
し

て
い
る
状
況
で
多
く
の
責
任
を
背
負
い
な

が
ら
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
時
に
、
応
援
に

入
っ
て
く
れ
る
職
員
が
い
る
と
い
う
事
は
大

き
な
安
心
感
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

感
染
対
策
と
し
て
外
部
と
の
直
接
的
な
や

り
取
り
を
制
限
し
て
い
る
状
況
下
で
は
ど

う
し
て
も
孤
立
感
や
疲
弊
感
が
強
く
な
り
、

そ
れ
が
悪
い
方
向
に
行
く
こ
と
も
容
易
で

す
。
自
分
達
だ
け
で
乗
り
切
る
の
で
は
な

く
、
一
緒
に
支
え
て
く
れ
る
人
達
が
い
る
と

思
え
る
だ
け
で
安
心
で
き
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
当
時
を
思
い
返
す
と
、
も
し
、

こ
の
よ
う
な
連
携
体
制
を
築
い
て
い
な
か
っ

た
ら
、
到
底
こ
の
事
態
を
乗
り
切
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ

こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
と
し
て
な
る
べ
く
集
団
で
の
活

動
を
減
ら
し
て
い
た
こ
と
で
、
学
園
や
グ

ル
ー
プ
で
の
生
活
が
多
く
な
り
、
共
同
で
何

か
を
行
う
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い

た
中
、
コ
ロ
ナ
を
止
め
る
と
い
う
緊
急
事
態

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
皆
で
取
り
組
む
こ
と
は
久
し
ぶ
り
で
し

た
。特
に
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
経
験
が
無
く
、

初
め
て
の
事
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
内
部
外

部
問
わ
ず
相
談
し
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
関
係
者
か
ら
の
助
言
や
ご
家

族
の
方
か
ら
の
多
く
の
励
ま
し
等
、
皆
さ

ん
の
支
え
の
上
で
今
の
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
同
時
に
、
時
に
人

と
繋
が
る
こ
と
は
煩
わ
し
さ
を
感
じ
た
り

負
担
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
人
を
支

え
て
い
く
に
は
自
分
た
ち
が
人
と
支
え
合

い
、
協
同
し
て
い
く
事
が
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協

力
で
無
事
に
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


